
資料③

環境の将来像

基本目標 個別目標 基本目標

①地球温暖化対策★ ①気候変動への緩和策

②水循環の再形成 ②気候変動への適応策★

③環境教育・環境学習の推進★

④廃棄物の減量化と再資源化の推進★ ③廃棄物の減量・再資源化等の推進

⑤廃棄物の適正な処理★ ④食品ロスの削減★

⑥環境監視体制の充実と発生源対策の推進 ⑤みどりの充実

⑦市民・事業者等との協働による環境美化の推進 ⑥生物多様性の保全 

⑧公園とみどりの充実★ ⑦生活環境の保全

⑨自然環境との共生★ ⑧良質な都市空間と住環境の形成 

⑨安全で快適な道路空間の整備 

⑩環境に配慮した都市の形成 ⑩多様な主体が連携協力する体制の推進★

⑪美しい都市景観の形成 ⑪環境教育・環境学習の推進 

⑫交通ネットワークの充実及び道路の整備

【第2次計画（中間改訂版）】 【第3次計画（案）】

施策の方向性

【循環型社会】

資源が循環する環境に配

慮したまち

【自然共生・生物多様性】

自然環境と共生し生物多

様性が保全されるまち

【気候変動】

気候変動に対応したま

ち

【循環型社会】

資源循環のまちづくり

【自然環境】

水とみどりの豊かな自

然環境

の保全と創造

【都市環境】

良質な都市空間の整備

と都市環境が保全され

るまち

【人づくり】

環境意識と協働の輪

が広がるまち

【地球環境】

地球環境を大切にする

まち

【生活環境】

生活環境の保全と創造

【都市環境】

良質な都市空間の整備

第２次計画から第３次計画への施策体系の変更点
・「生活環境」と「都市空間」を統合して、「安全快適な都市環境」に変更
・「人づくり」を新設。
全ての基本目標の基礎となり、総合計画でも掲げている「人とのつながり」を主に取り扱う

自然と都市機能が調和した快適でうるおいのあるまち環境が大切にされ暮らしやすさと調和したまち


